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「音楽的な見方・考え方」とは，どのようなものですか。 

 

 

「音楽的な見方・考え方」とは，音楽科の特質に応じた，物事を捉える視点や考え方で 

あり，音楽科を学ぶ本質的な意義の中核をなすものです。 

 

 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 音楽編 p.10を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

「音楽的な見方・考え方」は，次の３つで構成されています。 

① 音楽に対する感性を働かせること・・・音楽科の学習を成立させる前提となるもの 

② 音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉えること 

・・・音楽科の学習の対象である「音や音楽」を捉える視点 

③ 捉えたことと，自己のイメージや感情，生活や社会，伝統や文化などと関連付けること 

・・・人間にとっての「音や音楽」の存在意義 

 

「音楽的な見方・考え方」を働かせるのは，「生徒」です。そのためには，教師が「音楽的な見方・考え

方」を働かせることができるような指導を行うことが必要です。 

 

♪ 音楽的な「見方・考え方」を働かせることができる指導のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の発言やワークシートなどの記述から，生徒が「音楽的な見方・考え方」を働かせているかどうかを見取ることができると考え

られます。ここで大切なことは，教師が「生徒が音楽的な見方・考え方を働かせているか」について評価するものではないということ

です。 

教師に求められることは，「生徒が音楽的な見方・考え方を働かせることができるような指導を行う」ことです。「生徒

が音楽的な見方・考え方を働かせているか」については，教師が「評価する対象」というより，教師が「授業改善に生か

すために把握する対象」ということです。 

【中等教育資料（平成 30年５月号）を基に作成】 
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今日は，グループの仲間と発声の仕

方や言葉の発音，身体の使い方など

を工夫して，柔らかい「音色」で歌うこ

とができたよ。 
 今日は，グループの仲間と協力して 

歌うことができてよかった！ 

「音楽的な見方・考え方」とは，「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働き

の視点で捉え，自己のイメージや感情，生活や社会，伝統や文化などと関連付けること」であると考えられる。 
【中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 音楽編 p.10】 

 

 この曲にふさわしい音色や発声を
工夫してみましょう！  

音色や発声を工夫する
ために必要なことを考え
てみましょう！ 
 


